
 

 

“１年の締めくくり” 

学年主任  

今年も残り１か月となり、めくるカレンダーも最後の１枚になりました。日ごろより２年生の教

育活動に御理解と御協力を賜り、心より感謝いたします。 

学校での１年は、４月から始まり３月に終わりますが、それでも、やはり１２月になると「今年も

もう終わるなぁ」という気持ちになります。 

All's well that ends well! 

これは、イギリスの劇作家ウィリアム・シェイクスピアが作った劇のタイトルですが、日本では

「終わり良ければ総て良し」と訳され、ことわざとして知られている言葉です。辞書を引くと「物事

は、結末さえよければ、発端・過程がまずくても問題にならないこと」とあります。生徒たちは、２

年生になってから、部活や宿泊研修、それ以外にも体育大会、文化祭、定期テストなどで、様々な課

題に直面してきました。うまくいかなかったこともたくさんありました。しかし、それらを乗り越

えてきた彼らの目の奥に、今までにはなかった強さを感じられます。「終わり良ければ総て良し」と

いう言葉には、「終わりに向かう道中で自らのもてる力を出し切れば、自ずと万事が良くなっていく」

という意味が込められているのではないかと、生徒たちに教えられたような気持ちになります。 

充実したゴールは、力強く踏み出す次のスタートへとつながります。冬休みは心と体をゆっくり

と十分に休める時間にしてください。そして、１月からの新たなスタートで、生徒たちがこれまで

に培った経験が豊かに発揮できるように、２年生の教員全員で一人一人の生徒の成長を精一杯支え

ていきたいと思います。 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度知立中学校 

１２月号 

～1１月の生活～ 

 １１月９日に、歌おう会を軸とした文化祭を

行われました。そして、2年生は同日の午後か

ら次の行事である長距離継走・マラソン大会に

向けて学級訓のイラストを用いた学級旗の作成

を開始しました。この学級旗を使い、応援の力

で学校を盛り上げることを目的としています。 

現在、どの学級の生徒たちも色の調合を工夫

したり、塗り方を話し合ったりしながら完成を

目指して奮闘中です。すべての旗が完成するの

が待ち遠しいです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２年生・１２月の予定】 　

日 曜 朝 1 2 3 4 5 6 7 部活 行事等

1 木 勉 CT ×

2 金 勉 道徳 〇 学校公開日　　人権講演会

3 土

4 日

5 月 勉 ×

6 火 勉 〇

7 水 道 〇

8 木 勉 CT ×

9 金 勉 広 広 〇

10 土

11 日

12 月 勉 ×

13 火 勉 〇

14 水 道 〇

15 木 勉 CT ×

16 金 勉 広 × 14:35下校

17 土

18 日

19 月 勉 × 予備日

20 火 勉 〇

21 水 道 〇

22 木 勉 CT ×

23 金 勉 広
全校
集会

× 全校集会

24 土 冬休み

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

【　1月の予定　】

　10日（火）　全校集会　給食開始

　

人権講演会

長距離継走・マラソン大会



 

１１月９日（水）に歌おう会を軸とした文化祭が行われました。学校全体で行う歌お

う会は 3 年ぶりでした。本番に向け練習を重ね、徐々にきれいに揃っていく歌声は聞い

ていて心地の良いものでした。本番ではどの学級も、今までの練習以上の合唱を披露し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は練習の時に指揮をよく間違えてしまい、

本番でうまくできるか不安でした。本番で後悔

がないように、家でたくさん練習をしたり、先

生や友達にアドバイスをもらったりしました。 

本番では、足が震えるくらい緊張していまし

たが、みんなが「がんばれ」と言ってくれて、

とても力になりました。賞をとることはできな

かったけど、「よかったよ」「お疲れ様」と言っ

てもらえ、後悔もなく終わることができました。

これからもいろいろなことにチャレンジしてい

きたいです。 

1 組 指揮者 私は人前に立つことが得意ではありません。

みんなをうまくまとめることができず、迷惑も

たくさんかけました。それでもそんな私をクラ

スの皆は受け入れてくれました。感謝の気持ち

でいっぱいです。他にも、合唱後に「僕は歌が苦

手だったけど、得意な人が教えてくれたおかげ

で歌うことができた」と言ったクラスメイトが

おり、苦手な人に自分の得意を分け、一緒に頑張

ることは素敵だと思いました。歌おう会を通し

て、お互いを認め合うことの大切さを知りまし

た。これからもそれを忘れずに生活したいです。 

2 組 指揮者 

 僕が入学してから初めての歌おう会でし

た。本格的に合唱をすることも３年ぶりだっ

たので、最初はきちんと仕上がるか心配でし

た。しかし、限られた時間の中で、みんなが

それぞれのパートを一生懸命練習し、本番で

は気持ちの良い合唱をすることができまし

た。一つの目標に向かって全員で合唱を仕上

げたことで、クラスのみんなとの結束が強ま

りました。 

3 組 伴奏者 

《歌おう会》 



 

 

 

 

 私が、歌おう会の伴奏をするにあたって特に気

をつけたことは、曲に気持ちを込めて弾くことで

す。歌詞の意味を考えながら弾くことは、ただ楽

譜に書いてあることだけを弾くことよりももっ

と良い伴奏になると思いました。本番、とても緊

張しましたが、ミスすることなく終えることがで

きて良かったです。 

4 組 伴奏者 

 伴奏者として一番難しかったことは歌を聞い

て、改善点などを伝えることでした。練習を始め

てすぐの頃は自分がピアノを弾くので精いっぱ

いで、なかなか的確なアドバイスを言えません

でした。しかし、練習を続けていくうちにちゃん

としたアドバイスが言えるようになって、クラ

スのまとまりが良くなっていったのが嬉しかっ

たです。練習が止まったこともあったけれど、最

後は団結して歌えてよかったです。とても貴重

な経験ができました。 

6 組 伴奏者 

2 か月前から始まった歌の練習。最初は声が小

さく、気持ちが揃っていないので、練習を中断し

なければなりませんでした。しかし、そこから気

持ちを揃え、放課や帰りの時間で金賞という目標

に向けて皆と練習した「地球の鼓動」は日に日に

上手な歌になっていきました。2 年 5 組の皆と歌

った日々は私にとってかけがえのない思い出で

す。結果は銀賞でも歌おう会での歌は、私の中で

はどのクラスよりも上手いキラキラの金賞です。 

5 組 指揮者 

歌おう会 結果 

金賞 2 組 「君とみた海」 

銀賞 5 組 「地球の鼓動」 

銅賞 6 組 「COSMOS」 


